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［第１回定例会　平成２８年度予算］
総額９３億４２００万円を可決� 2

［一般質問］５人の議員が町政をただす

認定こども園の設立(転換)は？� 10

議会報告会の開催�� 16

きょうから、みんな
　　お友だち

今年度は町内の６つの保育園に
８２人の仲間が入り、

４９２人になりました。
（４月６日　中央保育園入園式）
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あ

ん
ぱ

ち
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よ
り
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再
生
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を
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ま
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。
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誌

に
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氏
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掲
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に
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か

じ
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ま
た
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護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い
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平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
は
、

３
月
２
日
か
ら
15
日
ま
で
14
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
新
年
度
予
算
の
要
旨

が
述
べ
ら
れ
、
平
成
28
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
予
算
、
平
成
27

年
度
補
正
予
算
を
中
心
に
人
事
案

件
や
条
例
制
定
・
一
部
改
正
な
ど

26
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
の
主
な
収
入
で
あ
る
町
税
は

個
人
・
法
人
町
民
税
や
固
定
資
産

税
な
ど
の
減
に
よ
り
平
成
5
年
以

来
20
億
円
を
下
回
る
19
億
６
８
９

８
万
円
（
昨
年
比
△
５
４
３
８
万

円
）
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
な
ど

社
会
資
本
整
備
に
対
す
る
国
庫
支

出
金
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
増

額
に
よ
り
２
９
９
８
万
円
増
の
８

億
８
８
６
１
万
円
と
な
り
ま
す
。

社
会
資
本
整
備
な
ど
に
か
か
る
借

り
入
れ
金
は
７
億
４
０
５
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
の
面
で
は
、
重
点
事
業
と

し
て
、
季
節
型
児
童
ク
ラ
ブ
を
拡

大
す
る
ホ
リ
デ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
ク
ー
ル
、
定
住
促
進
住
宅
取
得

助
成
事
業
、
空
き
家
対
策
推
進
事

業
な
ど
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
施

策
を
重
点
に
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
る
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
月
以
降
に
工
事
着
工

予
定
と
な
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
工
事
関
係
で
は
、
３
億

１
１
３
７
万
円
の
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

町
の
第
五
次
総
合
計
画
も
2
年

目
を
迎
え
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
よ
り
、
限
ら

れ
た
財
源
の
効
果
的
活
用
や
事
業

の
推
進
へ
の
取
り
組
み
を
図
り
ま

す
。

新
た
な
時
代
に
向
け
て

新
年
度
予
算
総
額　

93
億
４
２
０
０
万
円

・
ホ
リ
デ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
を
開
設

・
空
き
家
対
策
推
進

５
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

▼
認
定
こ
ど
も
園
の
設
立
（
転
換
）

に
お
け
る
具
体
策
は
？

▼
中
須
川
河
川
の
整
備
と
清
掃
に
つ

い
て

　

歴
史
街
道
（
鎌
倉
街
道
）
の
整
備

に
つ
い
て

▼
「
介
護
保
険
制
度
」
の
改
定
に
よ

る
町
の
対
策
に
つ
い
て

　

定
住
促
進
住
宅
取
得
助
成
事
業
に

つ
い
て

▼
平
成
28
年
度
予
算
と
財
政
改
革
に

つ
い
て

▼
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
関

連
に
つ
い
て

（
一
般
質
問
は
10
頁
か
ら
掲
載
し
て

い
ま
す
）

３月２日～１５日

定 例 会

平成２８年第１回定例会の様子（写真は３月２日の定例会初日）
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特
別
委
員
会
審
査
報
告

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

建
設
促
進

3
月
２
日 

午
後
２
時
45
分
か
ら
開
催

主
な 

審
査
項
目

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
道
路
新
設
改
良 

 
 

９
０
０
０
万
円
減

●
都
市
計
画
整
備
道
路
改
良 

 
 

２
３
０
０
万
円
減

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

●
ス
マ
ー
ト
IC
建
設 

 

 

3
億
１
１
３
７
万
円

●
道
路
新
設
改
良

 
 

１
億
４
８
１
０
万
円

●
都
市
計
画
整
備
道
路
改
良 

 
 

２
億
１
０
万
円

Ｑ 

減
額
で
補
正
予
算
を
上
程
し

て
い
ま
す
が
、
進
捗
が
遅
れ
て

い
る
の
で
す
か
。

ス
マ
ー
ト
IC
室
長�

若
干
遅
れ
て

い
ま
す
。

Ｑ 

用
地
契
約
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

ス
マ
ー
ト
IC
室
長�

年
度
内
契
約

に
向
け
て
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
発
注
は
、
一
部

地
権
者
の
同
意
無
し
で
も
で
き

ま
す
か
。

ス
マ
ー
ト
IC
室
長�

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

は
９
割
以
上
の
用
地
取
得
あ
れ

ば
、
発
注
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
工
事
着
手
は
で

き
ま
せ
ん
。

町
長�

同
意
が
な
い
と
着
工
で
き

な
い
の
で
、
新
年
度
に
で
き
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

Ｑ 

用
地
買
収
の
費
用
は
。

ス
マ
ー
ト
IC
室
長�

用
地
費
は
繰

越
し
て
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

地
方
債
の
発
行
金
額
の
見
込

み
は
。

ス
マ
ー
ト
IC
室
長�

７
億
円
ま
で

で
す
。
た
だ
し
、
平
田
線
よ
り

東
延
伸
部
は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
。

延
伸
部
の
事
業
費
を
６
億
と
予

定
し
、
４
割
の
２
億
４
千
万
円

を
加
え
て
合
計
10
億
円
程
度
と

な
り
ま
す
。

要
望 

不
退
転
の
気
持
ち
で
取
り

組
み
を
。

ス
マ
ー
ト
IC
室
長�

１
０
０
％
の

同
意
が
な
い
と
執
行
出
来
な
い

た
め
努
力
し
ま
す
。

主
な
質
問
と
回
答

昨年のサマースクールの様子

長
期
休
業
時
に
ホ
リ
デ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
開
設�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
拡
充

　

季
節
型
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
今
ま
で
、
夏
休
み
だ
け

だ
っ
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を

春
・
夏
・
冬
休
み
に
受
け
入
れ

る
ホ
リ
デ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

ク
ー
ル
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
早
朝
・
放
課
後
と
も

時
間
延
長
が
図
ら
れ
、
保
護
者

の
利
便
性
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
全
員
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
7
月
1
日

か
ら
の
拡
充
と
な
り

ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

藤
井
孝
男
氏

　

審
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
し
く
藤
井
孝
男
氏
を
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
選
任

同
意
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
審
査
報
告

議
会
改
革

３
月
２
日 

午
後
３
時
30
分
か
ら
開
催

主
な 

協
議
項
目

　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
協
議
を

し
ま
し
た
。
昨
年
、
初
め
て
議
会

報
告
会
を
開
催
し
、
住
民
の
皆
様

よ
り
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
も
3
会
場
で
開
催

し
ま
す
。

　

議
会
の
仕
組
み
を
説
明
し
た
り
、

ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
に
、

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

（
16
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ
が
あ
り

ま
す
）

　
【 

議
会
報
告
会 

】

ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八

５
月
11
日
（
水
）
19
時
30
分

結
の
郷

５
月
12
日
（
木
）
19
時
30
分

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

５
月
13
日
（
金
）
19
時
30
分
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予算の概要
平成28年度

一般会計・特別会計のなかみです

一般会計の主な使途に
ついては6～7ページに
記載しています。

つかいみち

一般会計 一般会計

特別会計 後期高齢者医療

特別会計 公共下水道

特別会計 水道事業

特別会計 国民健康保険

予 算 総 額

93億4200万円93億4200万円

被保険者数は、前年度よ
り92人増の1,780人と見
込んでいます。一人当た
りの年額保険料は平均す
ると5万6959円の見込み
です。
広域連合納付金の増によ
り、総額では前年度対比
11.4％増となります。

浄化センターの維持管
理費、公債費（借金の
返済）などの経常的な
経費が中心です。
浄化センター維持管理
経費の増により、総額
では前年度対比0.2％
増となります。

第２配水場の詳細設計を盛り込んでい
ます。総額では、前年度対比７％減
となります。

財政的には制約を受ける
中ですが、スマートイン
ターチェンジ建設や企業
誘致を進めるうえで必要
なインフラ整備に交付金
を活用します。
一般会計予算は、総額で
は前年度対比0.3％減と
なっています。

被保険者数は、前年度よ
り235人 減 の3,750人 を
見込みます。保険給付費
は106万円の減を見込ん
でいます。
保険料の見直しを行い、
一人当たりの年額保険料
は、平均すると11万円の
見込みです。
総額では、 前年度対比
0.1％増となります。

61億9800万円

18億9900万円

2億4000万円

1億5000万円

8億5500万円

これが
安八町の
お財布の
中身です

２８年度に採用された新人職員 42016.5.1 あんぱち議会だより　第65号



予算の概要
平成28年度

一般会計・特別会計のなかみです

一般会計の主な使途に
ついては6～7ページに
記載しています。

つかいみち

一般会計 一般会計

特別会計 後期高齢者医療

特別会計 公共下水道

特別会計 水道事業

特別会計 国民健康保険

予 算 総 額

93億4200万円93億4200万円

広 域で運営している予算 一般・特別会計以外の会計予算をお知らせします。
介護保険を運営している広域連合・あすわ苑など
は、経済的、効率的な運営を目的に複数の自治体
で運営しています。

A N P A C H I

安 八 町  議 会 定 例 会

介護保険 安八町・神戸町・輪之内町の広域連合で運営しています。

2月23日に広域連合議会を開催

あすわ苑 安八町・輪之内町・大垣市で介護老人福祉施設を運営しています。

2月23日に組合議会を開催

東安中学校 安八町・大垣市で中学校を運営しています。

3月23日に組合議会を開催

土地開発公社 中長期的視野に立った土地開発を推進しています。

3月15日に理事会を開催

広域の会計ではありませんが、一般・特別会計
とは別の会計なので掲載しています。

あすわ苑

総務費
2337万円

各自治体の負担金は以下の
通りです。

一般会計
3億5300万円

安八町 2041万円

輪之内町 1448万円

大垣市 963万円

予備費
700万円

公債費
13万円
配食
448万円
通所介護
5326万円
短期入所
5594万円

議会費
13万円

施設介護
2億869万円

一般会計

介護保険特別会計 介護保険
特別会計

177万円

34億2535万円 安八町 3949人

第１号
被保険者数

第１号被保険者とは被保険者のうち
65才以上の人です。

461人

神戸町 5853人 756人

輪之内町 2258人 350人

認定者数

その他
1億1455万円

総務費
1億3386万円

保険給付費
31億7694万円

介護保険に加入している人と
認定を受けている人の数です。

土地開発公社

平成28年度末の資産規模
流動固定資産予定額
8億5153万円

現金・定期預金
1719万円

公有用地
公園などの公共施設用地

3億3550万円
完成土地
工場・住宅の分譲地

4億6476万円

特定土地
当初の取得目的が
解消された土地

3408万円
現在、約8億円の資産を有して
います。企業誘致を進め、土地
の売却を進めます。

東安中学校
各自治体の負担金は以下の
通りです。

一般会計
1億1410万円

安八町 5969万円

大垣市 5021万円

予備費
300万円

公債費
3583万円

教育振興費
339万円

予防費など
138万円

学校管理費
7050万円
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日を担うひとを
　　育むまちづくり

んなで協働する
　参画・交流の
          まちづくり

気と賑わいの
　あふれるまちづくり

町
税
の
軽
自
動
車
税
は
微

増
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
個

人
住
民
税
、
法
人
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
税
が

減
額
と
な
り
、
昨
年
度
に
比

べ
２
・
７
％
減
の
19
億
６
８

９
８
万
円
と
な
る
見
込
み
で

す
。国

が
示
す
地
方
財
政
計
画

に
よ
り
地
方
交
付
税
は
、
昨

年
度
か
ら
２
％
増
の
12
億
２

７
０
０
万
円
で
す
。

町
債
（
町
の
借
金
）
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
や
ス
マ
ー

ト
IC
建
設
事
業
な
ど
に
よ
り
、

７
億
４
０
５
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
の

増
額
よ
り
民
生
費
が
昨
年
よ

り
３
・
１
%
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
教
育
費
は
、
中
学
校

の
屋
内
運
動
場
非
構
造
物
耐

震
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
か

ら
７
・
７
％
減
と
な
り
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
建
設
の
工
事
着
工

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
予

算
に
は
設
計
・
工
事
負
担
金
、

仮
設
水
路
工
事
費
や
ア
ク
セ

ス
道
路
工
事
費
な
ど
が
組
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
人
口
増
加
に
つ

な
が
る
施
策
を
中
心
に
、
ホ

リ
デ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
ク

ー
ル
、
小
中
学
校
屋
外
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
事
業
が
予
算
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

支
出

収
入

OUT

IN

こう使われる 一般会計
61億9800万円

歳
入

歳
出

収入

県支出金
4.4％

町債
11.9％

町税
31.8％

繰入金など
11.7％

国庫支出金
14.3％

地方交付税
19.8％

地方譲与税など
6.1％

自主財源
43.5％

町の借金

支出

町の借金の返済

農林水産業費
2.2％

商工費
0.8％

予備費
0.2％

議会費
1.2％

消防費
3.6％

衛生費
5.5％

土木費
22.8％

教育費
10.4％

公債費
11.5％

総務費
11.2％

民生費
30.6％
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A N P A C H I

安 八 町  議 会 定 例 会
A N P A C H I

安 八 町  議 会 定 例 会

明 日を担うひとを
　　育むまちづくり

重 点事業

活

み んなで協働する
　参画・交流の
          まちづくり

利で快適に
　暮らせる
　　まちづくり

明日を開く
　自立した
　　まちづくり

児童・生徒の安全確保事業・・・・・・・・・ ７８０５万円

　◎通学路・交通安全プログラム
小・中学生医療費助成・・・・・・・・・・・・・・・・   ３９８２万円

土曜日保育開設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７９万円

第３子以降出産祝金・学校給食費助成・・・ ９２４万円

放課後児童クラブ運営・・・・・・・・・・・・・・ ２５８３万円

町史編さん事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１３万円

議会改革経費  

・・・・・・・・・・・１８万円

ふるさと寄附金特典事業
・・・・・・・２０４万円

ホリデー・サポート・スクール開設事業
                  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２１万円

定住促進住宅取得助成事業
                 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５００万円

スマートインターチェンジ建設事業
                   ・・・・・・・３億１１３７万円

空き家対策推進事業
　　　　　　　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４４７万円

小中学校屋外AED設置事業
                 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８５万円

町史編さん事業
                 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１３万円

企業立地促進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   １９５４万円

農業振興
　・県営かんがい排水事業負担金・・・ １４８１万円
　・病害虫等防除対策事業・・・・・・・・・・・  ２１０３万円
　・営農組織支援推進事業・・・・・・・・・・・  １７３３万円

コミュニティバス運行事業
　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・１３９４万円

木造住宅耐震診断・補強工事補助 
　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・２７７万円

スマートIC建設事業 
　　　　　　　　・・・３億１１３７万円

県道間アクセス道路整備事業 
　　　　　　　　・・・２億　　１３万円

工業専用区域内道路整備事業 
　　　　　　　　・・・１億４０２０万円

空き家対策推進事業 
　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・ ４４７万円

定住促進住宅取得助成事業 
　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・５００万円

地区行政執行経費
・・・・・・・・・・・・・１５０１万円

クリーンパトロール事業
・・・・・・・　　６８万円

災害用備蓄資機材整備事業１４８万円

小中学校屋外AED設置事業  　　８５万円

消防ポンプ車両更新・・・・・・・ ・・・２００万円

健 康でいきいきと
　　暮らせる
　　　まちづくり

ひとり暮らし老人助成・家族介護慰労事業 

・・・・・・・・・・・・７０２万円
敬老会開催経費

・・・・・・・・・・・・３１０万円
予防接種経費

・・・・・・・・５６１９万円

然と共生した
　潤いのある
            まちづくり

気と賑わいの
　あふれるまちづくり

低炭素推進事業・・・・・・・４４８万円

剪定木リサイクル・・・ １４９万円

んなで守る
安全・安心な

        まちづくり
み

自

便

企業誘致に伴う新工場建設現場

剪定木リサイクル機械

コミュニテイバス運行

安全・安心な通学路
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委
員
会
審
査
報
告

民
生
文
教

３
月
３
日 

午
前
10
時
か
ら
開
催

主
な 
審
査
項
目

主
な
質
問
と
回
答

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
改
正

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
改
正

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
中
学
校
施
設
整
備
経
費
５
７
３
６
万
円

●
国
民
健
康
保
険
繰
出
金 

１
９
３
9
万
円

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

●
第
３
子
以
降
出
産
祝
金
・
学
校
給
食
費

助
成 

９
２
４
万
円

●
児
童
手
当
経
費 

２
億
８
６
６
４
万
円

●
臨
時
福
祉
給
付
金 

５
６
４
９
万
円

●
小
・
中
学
生
医
療
費
助
成 

３
９
８
２
万
円

●
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

（
剪
定
木
リ
サ
イ
ク
ル
・
小
型
家
電
回
収
含
む
）

２
１
６
６
万
円

●
ク
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業 

68
万
円

●
予
防
接
種
経
費 

４
４
６
４
万
円

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設

 

２
５
８
３
万
円

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

●
予
算
総
額 

18
億
９
９
０
０
万
円

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

●
予
算
総
額 

１
億
５
０
０
０
万
円

登龍中学校の空調設備説明（3月3日）

Ｑ 

保
育
園
の
場
合
の
延
長
で
、

５
分
・
10
分
遅
れ
て
も
料
金
を
と

ら
れ
る
と
い
う
不
満
が
強
い
。
こ

の
児
童
ク
ラ
ブ
の
延
長
も
同
じ
対

応
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長　

時
間
を
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
延
長
料
金
を
い

た
だ
き
ま
す
。

意
見 
ル
ー
ル
の
説
明
を
き
っ
ち

り
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ 

登
龍
中
学
校
の
空
調
設
備
工

事
（
エ
ア
コ
ン
）
は
、
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長　

東
安
中
と
同
様

の
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
（
Ｇ

Ｈ
Ｐ
）
と
な
り
ま
す
。

Ｑ 

海
外
と
の
教
育
交
流
に
つ
い

て
、
ど
う
な
っ
て
い
き
ま
す
か
。

教
育
長　

こ
こ
数
年
、
来
町
が
な

く
派
遣
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
か
ら
の
訪
問
だ
け
で
も
素

晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

意
見 

温
泉
の
歳
出
予
算
は
７
０

０
万
円
の
減
で
す
が
、
町
か
ら
７

０
０
０
万
円
持
ち
出
し
の
形
と
な

り
ま
す
。

　
町
長
は
、
福
祉
施
設
だ
か
ら
と

い
う
意
向
で
す
が
、
引
き
続
き
持

ち
出
し
額
の
一
層
の
削
減
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ 

教
育
委
員
会
予
算
の
小
規
模

校
存
続
事
業
に
つ
い
て
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
メ
リ
ッ
ト
に
変
え
る
と

の
こ
と
で
す
が
具
体
的
に
は
？

教
育
長　

学
力
向
上
を
軸
に
地
域

連
携
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
の
推

進
を
し
ま
す
。
小
規
模
ゆ
え
に
情

報
機
器
な
ど
が
皆
に
い
き
わ
た
る

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
学
力
向
上

に
つ
な
ぎ
ま
す
。

Ｑ 

牧
小
の
新
入
生
の
人
数
は
？

教
育
長　

新
1
年
生
は
９
人
で
、

全
校
で
86
人
で
す
。

意
見 

ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八
に
つ
い

て
、
営
業
時
間
の
短
縮
、
図
書
購

入
の
減
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
に

影
響
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
引

き
続
き
経
費
削
減
を
要
望
し
ま
す
。

Ｑ 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
人
数
の

減
の
要
因
は
？

総
合
体
育
館
館
長
　
町
職
員
の
協

力
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
20
名

か
ら
15
名
に
減
ら
し
て
も
支
障
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ 

国
民
健
康
保
険
は
平
成
30
年

に
県
下
統
一
と
聞
い
て
い
ま
す

が
？

住
民
環
境
課
長　

保
険
は
県
単
位

で
実
施
し
ま
す
が
、
保
険
料
に
つ

い
て
は
検
討
中
で
す
。

Ｑ 

近
隣
で
国
保
料
計
算
の
３
方

式
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

住
民
環
境
課
長　

西
濃
管
内
で
３

方
式
（
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等

割
）
は
大
野
町
だ
け
で
す
。

４
方
式
（
所
得
割
・
資
産
割
・
均

等
割
・
平
等
割
）
は
大
垣
市
、
海

津
市
、
養
老
町
、
垂
井
町
、
関
ケ

原
町
、
揖
斐
川
町
、
池
田
町
で
す
。
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A N P A C H I

委 員 会  審 査 報 告

Ｑ 

空
き
家
の
実
態
調
査
内
容

は
？

総
務
課
長　

住
民
登
録
地
に
お
け

る
家
屋
有
無
、
生
活
実
態
が
あ
る

か
ど
う
か
を
水
道
料
金
で
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
町
内
で

１
７
０
数
件
の
物
件
が
あ
り
、
そ

の
家
屋
所
有
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
態
調
査
は
、
28
年
度
に
空
き

家
対
策
の
計
画
を
立
て
る
た
め
の

基
礎
調
査
と
な
り
ま
す
。

Ｑ 

最
終
的
に
は
ど
の
よ
う
な
方

向
を
目
指
す
の
で
す
か
。

総
務
課
長　

空
き
家
の
な
か
で
、

壊
し
た
ほ
う
が
よ
い
特
定
空
き
家

が
多
い
の
か
、
利
活
用
で
き
る
空

き
家
が
多
い
の
か
、
ま
た
、
市
街

化
区
域
内
と
調
整
区
域
内
で
色
分

け
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
空
き
家

バ
ン
ク
を
設
け
、
借
家
と
し
て
活

用
す
る
ほ
か
、
色
々
な
事
業
で
使

え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
は
町
の
計
画
に
沿
っ
て
見
定
め

て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の

内
容
は
？

総
務
課
長
補
佐　

岐
阜
県
防
災
シ

ス
テ
ム
の
改
善
に
よ
る
も
の
で
、

地
上
系
・
移
動
系
・
衛
星
系
の
３

つ
一
体
で
県
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

県
の
防
災
シ
ス
テ
ム
と
連
携
を
密

に
す
る
た
め
、
各
市
町
村
に
も
設

置
す
る
た
め
の
整
備
費
用
で
す
。

工
事
総
額
の
１
／
２
が
町
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

Ｑ 

下
水
道
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
が
、
５
千
万
円
の
予
算
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
築
住
宅
の
た
め

の
予
算
で
す
か
。

参
事
兼
建
設
課
長　

工
事
費
は
、

新
た
に
分
譲
地
が
で
き
た
場
合
に

対
応
す
る
た
め
の
予
算
計
上
で
す
。

Ｑ
木
造
住
宅
耐
震
事
業
費
は
、
新

年
度
は
半
額
に
な
っ
て
い
ま
す
が
。

参
事
兼
建
設
課
長　

耐
震
診
断
は

27
年
度
２
件
、
工
事
２
件
で
す
。

年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

委
員
会
審
査
報
告

総
務
産
建

３
月
４
日 

午
前
10
時
か
ら
開
催

主
な 
審
査
項
目

主
な
質
問
と
回
答

拡幅工事予定地を視察（百梅園南付近）（3月４日）

行
政
不
服
審
査
会
条
例
制
定
他
３
件

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
改
正
他
６
件

大
垣
地
域
公
平
委
員
会
の
共
同
設
置
に
関

す
る
規
約
変
更

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策

 

１
６
１
７
万
円

●
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業

 

８
０
０
万
円

●
農
地
機
構
集
積
協
力
金

 

１
１
１
７
万
円

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

●
総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理

 

４
４
３
７
万
円

●
選
挙
事
務
経
費
（
参
議
院
議
員
、
県
知

　

事
） 

１
３
６
０
万
円

●
地
方
創
生
先
行
型
事
業
（
定
住
化
住
宅

　

取
得
補
助
） 

５
０
０
万
円

●
固
定
資
産
地
番
図
等
更
新

 

１
８
７
７
万
円

●
道
路
新
設
改
良
（
通
学
路
・
交
通
安
全

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　

1
億
１
７
５
５
万
円

●
都
市
計
画
整
備
道
路
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
４
５
４
０
万
円

●
病
害
虫
等
防
除
対
策 

２
１
０
３
万
円

●
営
農
組
織
支
援 

１
７
３
３
万
円

平
成
28
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

●
予
算
総
額 
２
億
４
０
０
０
万
円

平
成
28
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

●
予
算
総
額 

８
億
５
５
０
０
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ

●
繰
入
れ
額 

３
億
４
０
０
０
万
円

町
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
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A N P A C H I

一 般 質 問

 

町
で
は
６
カ
所
の

公
立
保
育
園
は
あ

り
ま
す
が
、
幼
稚
園
は
存

在
し
て
い
ま
せ
ん
。
保
護

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
20
％
以
上
の
方
々
が
幼

稚
園
の
設
立
を
望
ん
で
お

ら
れ
、
ま
た
、
ど
う
し
て

も
幼
稚
園
に
入
園
さ
せ
た

い
家
庭
は
町
外
に
通
園
さ

せ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
「
第
３
期
あ
ん
ぱ

ち
っ
子
す
く
す
く
プ
ラ

ン
」
で
は
、
現
存
す
る
２

カ
所
の
保
育
園
を
「
認
定

こ
ど
も
園
」
に
転
換
す
る

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
定

義
は
「
幼
稚
園
及
び
保
育

所
等
に
お
け
る
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
に
対
す
る

保
育
及
び
教
育
並
び
に
保

護
者
に
対
す
る
子
育
て
支

援
の
総
合
的
な
提
供
を
行

う
施
設
で
あ
り
、
都
道
府

県
知
事
が
条
例
に
基
づ
き

認
定
す
る
」
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

「
認
定
こ
ど
も
園
」
は

４
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

①
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の

設
立
（
転
換
）
は
事
業
計

画
通
り
進
め
、
ど
の
保
育

園
を
統
合
し
、
ど
の
保
育

園
を
「
認
定
こ
ど
も
園
」

に
転
換
す
る
方
針
で
す
か
。

②
現
在
は
入
園
児
の
家
庭

状
況
を
勘
案
し
希
望
者
は

ほ
ぼ
全
員
入
園
で
き
て
い

ま
す
が
、
統
合
す
る
と
支

障
は
生
じ
な
い
で
す
か
。

③
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の

設
立
（
転
換
）
は
最
も
一

般
的
な
幼
保
連
携
型
を
目

指
す
方
針
で
す
か
。

④
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
」
を
目
指
す
方
針

な
ら
ば
、
保
育
教
諭
は

「
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
」

と
「
保
育
士
資
格
」
の
両

方
が
必
要
と
な
り
ま
す
が

支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 　
　

当
町
の
子
育
て
政

策
は
、
町
の
最
重

要
施
策
と
し
て
位
置
付
け
、

保
育
園
事
業
も
そ
の
１
つ

で
す
。
施
設
の
統
合
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
老
朽
化

も
踏
ま
え
、
住
民
説
明
会

で
ご
理
解
を
得
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、「
認
定
こ

ど
も
園
」
へ
の
移
行
も
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
あ
る
６
園
で
す
ぐ

に
で
も
移
行
可
能
な
園
は
、

結
保
育
園
・
中
央
保
育
園

で
す
。

園
の
統
合
後
の
入
園
の

状
況
は
、
十
分
余
力
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園

の
種
類
は
、
幼
保
連
携
型

か
保
育
所
型
の
ど
ち
ら
か

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
を
目
指
す
時
の
保
育

士
資
格
要
件
に
つ
い
て
、

現
在
で
は
全
保
育
士
が

「
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
」

と
「
保
育
士
資
格
」
両
方

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
を
目
指
す
時
の
保

育
士
資
格
要
件
に
つ
い
て

は
、
問
題
は
な
い
と
認
識

を
し
て
お
り
ま
す
。

 

①
現
存
保
育
園
の

統
合
は
平
成
30
年

度
で
す
か
。

②
保
育
園
の
統
合
及
び
認

定
こ
ど
も
園
設
立
の
決
定

は
い
つ
を
期
限
と
し
て
決

定
し
ま
す
か
。

 

①
保
育
園
の
統
合

は
平
成
30
年
度
よ

り
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
認
定
こ
ど
も
園
の
設
立

及
び
統
合
は
平
成
28
年
度

中
に
方
向
性
を
決
定
し
ま

す
。 

統
合
に
つ
い
て
は
、

地
域
性
、
規
模
、

耐
震
性
等
を
考
慮
し
て
決

定
す
べ
き
で
あ
り
、
６
保

育
園
の
う
ち
「
中
央
」、

「
結
」
は
中
核
保
育
園
で

あ
り
、
ま
た
、「
ふ
た
ば
」

は
名
森
・
結
地
区
か
ら
多

く
の
園
児
が
通
っ
て
い
ま

す
。「牧

」
は
地
区
内
唯
一

の
保
育
園
で
あ
り
、
存
続

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

質
問

回
答

再
質
問

回
答

提
言

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

認
定
こ
ど
も
園
の
設
立

（
転
換
）に
お
け
る
具
体
策

は
？

平
成
28
年
度
中
に
方
向
性

を
決
定
し
ま
す
。

［
福
祉
課
長
］

大
おおひら

平 文
ふ み お

雄

中核となっている中央保育園
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ここが聞きたい

 

私
た
ち
の
町
は
揖

斐
川
と
長
良
川
に

挟
ま
れ
豊
富
な
水
が
産
業

に
多
大
の
恩
恵
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
反
面
、
水

害
の
被
害
も
数
多
く
経
験

し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
最
近
で
は
水
路
も
改

修
さ
れ
以
前
よ
り
良
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
水
の
流
れ
を
妨

げ
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
河
川
の
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
西
結
か
ら
の
河
川
と

東
結
か
ら
の
河
川
が
合
流

す
る
北
今
ケ
渕
地
区
で
は
、

水
が
澱よ

ど
ん
で
排
水
が
で
き

ま
せ
ん
。
雨
季
に
な
る
と

上
流
地
域
で
は
道
路
が
水

に
浸つ

か
る
こ
と
も
た
び
た

び
で
、
地
域
住
民
は
不
安

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
近
年
住
宅
地
も
増
え

て
い
ま
す
。
河
川
の
改
修

整
備
と
清
掃
は
急
務
と
考

え
ま
す
。
町
の
考
え
は
？

  

昨
今
ゲ
リ
ラ
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
も
多
く
、
揖
斐
・
長
良

の
水
位
や
降
雨
状
況
等
に

よ
り
、
排
水
機
を
稼
動
さ

せ
て
い
ま
す
。
状
況
に
よ

り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

緊
急
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

河
川
は
準
用
河
川
と
普
通

河
川
が
あ
り
ま
す
が
、
清

掃
は
行
政
と
地
域
の
双
方

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
工

場
や
建
物
の
建
設
が
進
む

な
か
、
排
水
形
態
を
見
直

し
、
水
路
の
改
修
等
水
害

か
ら
守
る
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問

回
答

 

私
た
ち
の
町
は
、

古
く
か
ら
東
西
の

交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た
。
特
に
鎌
倉

時
代
、
京
都
と
鎌
倉
を
結

ぶ
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ

た
「
鎌
倉
街
道
」
は
、
入

方
か
ら
上
村
・
町
屋
を
通

り
揖
斐
川
に
通
り
抜
け
る

道
で
し
た
。
途
中
、
馬
止

め
の
社や

し
ろの
津
島
神
社
が
あ

り
、
一
里
塚
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
小
栗
判

官
と
照
手
姫
の
悲
恋
物
語

伝
説
で
有
名
な
観
音
堂
は

結
大
明
神
の
前
に
鎮
座
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
地
名
、
町
屋
は

待
合
と
い
う
所
で
旅
人
が

渡
船
の
行
き
来
が
で
き
な

い
と
き
な
ど
に
こ
こ
で
時

を
過
ご
し
た
と
い
わ
れ
て

お
り
、
待
合
が
町
屋
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
美
濃

路
は
諸
大
名
を
は
じ
め
多

く
の
旅
人
が
利
用
し
た
歴

史
と
旧
跡
を
今
に
残
す
貴

重
な
財
産
で
す
。
こ
の
歴

史
街
道
は
、
途
中
ま
で
は

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

あ
と
少
し
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

後
世
に
わ
が
町
の
良
い

と
こ
ろ
を
引
き
継
い
で
い

け
る
よ
う
街
道
周
辺
の
整

備
を
お
願
い
し
た
い
。
最

近
は
、
朝
夕
の
散
歩
コ
ー

ス
と
し
て
利
用
す
る
住
民

も
お
ら
れ
、
児
童
の
教
材

と
合
わ
せ
て
利
活
用
で
き

る
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

「
歴
史
の
道
」
の
整

備
は
、
第
二
次
総

合
計
画
の
中
で
、
３
年
か

け
て
整
備
さ
れ
、
周
辺
の

景
観
は
良
く
な
り
、
多
く

の
住
民
に
親
し
ま
れ
る
名

所
に
な
り
ま
し
た
。
県
道

か
ら
東
の
区
間
は
、
地
元

か
ら
延
伸
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
が
、
課
題
も
多
く
、

検
討
事
項
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

今
後
も
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

児
童
・
生
徒
が
郷
土
の

歴
史
や
文
化
を
学
習
す
る

こ
と
は
地
域
愛
を
高
め
る

う
え
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

「
歴
史
の
道
」
に
ま
つ
わ

る
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

中
須
川
河
川
の
整
備
と
清

掃
に
つ
い
て

環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま

す

［
参
事
兼
建
設
課
長
］

歴史街道（鎌倉街道）

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

歴
史
街
道
（
鎌
倉
街
道
）

の
整
備
は
？

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

ま
す

碓
う す い

井  昭
あ き お

夫

［
生
涯
学
習
課
長
］
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２
０
１
６
年
か
ら

医
療
費
の
自
己
負

担
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
軽
減
策
の
廃
止
、

更
に
65
歳
か
ら
74
歳
の
介

護
保
険
の
2
割
負
担
な
ど

高
齢
者
の
暮
ら
し
に
関
わ

る
医
療
、
介
護
を
大
幅
に

後
退
さ
せ
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
を
受
け

て
、
介
護
の
質
が
落
ち
る

の
で
は
と
不
安
の
声
が
あ

り
ま
す
が
、
町
は
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
ま
た
「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
」
へ
の
入
所
も

家
庭
で
の
介
護
体
制
が
無

い
場
合
な
ど
町
は
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

 

当
町
に
お
け
る
取

り
組
み
と
し
て
は

「
高
齢
者
が
元
気
に
暮
ら

せ
る
町
」
づ
く
り
を
目
標

に
住
民
の
皆
様
の
身
近
で

運
動
が
で
き
る
場
の
提
供
、

認
知
症
施
策
の
一
環
と
し

て
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
行
う
予
定
で

す
。
こ
の

日
常
支
援

総
合
事
業

を
推
進
し

て
い
く
に

は
そ
の
担

い
手
が
必

要
と
な
り

ま
す
。
財

源
も
広
域

連
合
か
ら

の
受
託
金

で
実
施
し
、
サ
ー
ビ
ス
低

下
、
負
担
増
と
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
」
へ
の
入
所
に
つ
い
て

は
、
原
則
要
介
護
３
以
上

に
限
定
と
な
り
ま
し
た
が
、

要
介
護
１
と
２
の
方
で
、

や
む
を
得
な
い
事
情
の
場

合
、
入
所
判
定
委
員
会
を

経
て
特
例
的
に
入
所
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

［
福
祉
課
長
］

質
問

回
答

 

今
、
人
口
減
少
問

題
と
少
子
化
対
策

の
打
開
は
日
本
と
地
方
自

治
体
の
将
来
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
政
策
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
長
も
予
算
編
成
の
所

信
表
明
の
中
で
そ
の
重
要

性
を
強
調
し
、
新
年
度
予

算
で
「
定
住
促
進
住
宅
取

得
助
成
事
業
」
を
新
設
し

た
こ
と
は
極
め
て
重
要
な

政
策
だ
と
評
価
す
る
も
の

で
す
。

た
だ
、こ
の
政
策
は「
町

内
に
家
を
建
て
る
新
築
」

の
場
合
に
適
応
さ
れ
る
も

の
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、

私
は
こ
の
助
成
事
業
を

「
中
古
住
宅
の
取
得
と
リ

フ
ォ
ー
ム
」
に
ま
で
広
げ

た
ら
ど
う
か
と
提
案
す
る

も
の
で
す
が
、
町
長
の
見

解
を
求
め
る
も
の
で
す
。

 

現
在
、
町
内
に
お

け
る
空
き
家
の
実

態
を
調
査
中
で
す
。
来
年

度
以
降
に
な
り
ま
す
が
、

早
急
に
「
空
き
家
対
策
計

画
」
を
策
定
し
、
そ
の
後
、

町
内
の
空
き
家
状
況
を
一

元
管
理
す
る
「
空
き
家
バ

ン
ク
」
を
設
置
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

空
き
家
の
所
有
者
の
意

向
、
取
得
支
援
者
へ
の
斡

旋
の
促
進
等
こ
れ
ら
を
総

括
的
に
鑑
み
移
住
・
定
住

へ
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

「
中
古
住
宅
取
得
へ
の
助

成
金
」
に
つ
い
て
は
「
空

き
家
対
策
計
画
」
や
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
と
関
連
づ

け
、
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

「
介
護
保
険
制
度
」
の
改
定
に
よ

る
町
の
対
策
に
つ
い
て

定
住
促
進
住
宅
取
得
助
成

事
業
に
つ
い
て

「
高
齢
者
が
元
気
に
暮
ら
せ
る

町
」
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
と
関

連
づ
け
、
今
後
検
討
し
ま

す

［
町
長
］

西
にしまつ

松 幸
さ ち こ

子

特別養護老人ホームでの様子

A N P A C H I

一 般 質 問

Q U E S T I O N
質
問

回
答

A N S W E R
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平
成
28
年
度
の
町

税
が
20
億
円
を
下

回
り
ま
し
た
。
過
去
に
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
23
年
前
の

平
成
5
年
以
来
の
こ
と
で

す
。
27
年
度
20
億
円
、
28

年
度
19
億
円
と
減
少
す
る

中
、
町
内
事
業
所
の
生
産

停
止
の
影
響
を
大
き
く
受

け
る
平
成
29
年
度
・
30
年

度
の
税
収
を
ど
の
よ
う
に

予
測
し
て
い
ま
す
か
。

税
収
の
減
少
以
外
に
も

財
政
調
整
基
金
の
減
少
も

質
問

平
成
28
年
度
予
算
と
財
政
改

革
に
つ
い
て

財
政
健
全
化
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
基
金
は
す
で

に
大
き
く
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
本
体
工
事
の
負
担

金
や
中
地
区
の
整
備
の
財

源
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
「
平
成
27
年
国
勢

調
査
の
速
報
」
で
は
、「
本

町
の
人
口
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
た
め
早
急
な
対

策
が
必
要
で
あ
る
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
実
施
し
ま
す
か
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

税
収
や
人
口
が
減
少
す
る

中
、
歳
出
だ
け
は
２
年
連

続
で
60
億
円
を
超
え
る
予

算
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

税
収
が
23
年
前
に
戻
っ
た

以
上
、
平
成
５
年
度
の
一

般
会
計
予
算
額・町
人
口・

職
員
数
な
ど
を
比
較
検
証

す
る
な
ど
し
て
、
早
急
に

財
政
健
全
化
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

 

税
収
確
保
の
た
め

企
業
誘
致
を
推
進

し
、
現
在
工
事
中
や
立
地

が
決
定
し
て
い
る
企
業
も

数
社
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ

に
は
反
映
で
き
な
く
、
27

年
度
計
上
額
よ
り
下
回
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

基
金
残
高
も
減
少
し
て

い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
IC
関

連
整
備
に
は
国
の
交
付
金

と
地
方
債
と
ス
マ
ー
ト
IC

建
設
基
金
、
ふ
る
さ
と
基

金
を
充
て
て
い
ま
す
。
財

政
調
整
基
金
は
予
算
編
成

上
取
り
崩
し
て
お
り
ま
す

が
、
極
力
節
約
に
努
め
取

り
崩
し
の
な
い
財
政
運
営

を
目
指
し
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
IC
は
町
の
発
展
に
と
っ

て
必
要
な
事
業
の
た
め
最

優
先
で
取
り
組
み
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
は
、移
住
・

定
住
人
口
の
増
加
に
向
け

企
業
誘
致
そ
れ
に
伴
う
雇

用
拡
大
や
住
宅
取
得
に
対

す
る
支
援
、
空
家
の
有
効

活
用
・
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー

ン
支
援
・
子
育
て
支
援
と

回
答

町の税収入予算額（折れ線グラフ）と国勢調査の人数（棒グラフ）の推移

安
や す い

井　忠
まこと

し
て
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
財

政
健
全
化
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
職
員

の
関
係
や
施
設
の
開
館
時

間
の
見
直
し
を
含
め
運
用

方
法
・
統
合
・
町
有
財
産

の
有
効
活
用
な
ど
を
検
討

事
項
と
し
て
い
ま
す
。

［
町
長
］

ここが聞きたい

H2 H7 H12 H17 H22 H27

国
勢
調
査
の
人
数

町
の
税
収
入
予
算
額

1,700,000

1,900,000

2,100,000

2,300,000

2,500,000

14,000

14,500

15,500

16,000
（千円）（人）

15,000

平成27年国調人口は速報値の
ため変動する場合があります

回
答

A N S W E R
質
問

Q U E S T I O N
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ここが聞きたい
A N P A C H I

一 般 質 問

一般質問どうなった?

西
にしまつ

松　巖
いわお

［
町
長
］

早
期
完
成
に
向
け
て
努
力

し
ま
す

ス
マ
ー
ト
IC
関
連
に
つ
い

て

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

 　
　

前
回
に
も
質
問
し

ま
し
た
が
、
ま
だ

一
部
の
地
権
者
の
方
の
同

意
を
頂
い
て
い
な
い
の

で
、
町
長
は
、「
最
大
限

努
力
し
ま
す
」
と
答
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら

３
カ
月
た
っ
て
も
、
進
展

が
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

議
会
初
日
の
挨
拶
で
、

新
年
度
か
ら
ス
マ
ー
ト
IC

本
体
工
事
を
始
め
た
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
体

工
事
に
入
れ
る
の
か
心
配

で
す
。

町
最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
の
で
、
地
域
、
地
権

者
全
員
の
同
意
を
得
て
か

ら
、
本
格
的
な
企
画
に
入

る
の
が
、
一
般
的
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

①
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

は
、
一
部
の
地
権
者
の
同

意
が
な
く
て
も
、
本
体
工

事
着
工
は
で
き
ま
す
か
。

②
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で

は
大
部
分
の
土
地
を
取
得

し
て
い
ま
す
が
、
残
り
の

土
地
の
取
得
の
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
は
い
つ
で
す
か
。

③
地
権
者
全
員
の
同
意
が

そ
ろ
っ
て
い
な
い
状
態
で

事
業
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
ス
マ
ー
ト
IC
を
建
設

す
る
時
は
、
地
権
者
の
同

意
を
得
る
事
と
い
う
地
区

と
の
約
束
が
守
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

④
前
回
の
12
月
議
会
で

も
、
平
成
29
年
３
月
の
開

通
は
ま
だ
諦
め
て
い
ま
せ

ん
と
の
こ
と
で
し
た
。

町
民
に
と
っ
て
も
ス

マ
ー
ト
IC
は
、
地
域
発
展

に
か
か
せ
な
い
、
と
て
も

重
要
な
施
設
で
、
早
期
完

成
を
願
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
平
成
29
年
３
月

の
開
通
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

１
点
目
の
本
体
工

事
の
着
手
に
つ
い

て
は
、
施
工
主
体
の
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
と
の
協
議

に
お
い
て
「
影
響
の
な
い

箇
所
か
ら
の
着
手
が
可
能

で
あ
る
た
め
、
工
事
着
手

は
可
能
」
と
聞
い
て
い
ま

す
。た

だ
し
、
こ
れ
は
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
が
考
え
る

一
般
的
な
工
事
の
場
合
の

考
え
方
で
、
町
と
し
て
は
、

地
権
者
全
員
の
同
意
を
頂

い
た
上
で
工
事
に
着
手
す

る
考
え
で
す
。

２
点
目
の
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
よ
り

「
未
買
収
地
は
進
入
路
や

盛
土
箇
所
と
な
り
、
早
々

に
着
手
し
た
い
箇
所
で
す

が
、
同
意
な
し
で
は
工
事

が
で
き
な
い
た
め
、
同
意

頂
い
た
後
、
速
や
か
に
工

事
を
行
う
考
え
で
す
」
と

聞
い
て
い
ま
す
。
町
と
し

て
は
、
１
日
も
早
く
同
意

を
頂
け
る
よ
う
に
努
力
し

ま
す
。【参

事
兼
建
設
課
長
】

３
点
目
の
同
意
を
頂
い

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
12
月
議
会
以
降
も
関

係
地
権
者
と
の
交
渉
を
重

ね
、
最
近
は
大
筋
の
ご
理

解
・
合
意
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
は
調

印
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

４
点
目
の
開
通
時
期
に

つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

中
日
本
か
ら
、
現
在
ま
で

に
軟
弱
地
盤
等
の
追
加
検

討
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
全
体
的
に
工
程
が
遅
れ

て
き
て
い
る
と
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
に

お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
IC
工

事
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
手

法
を
検
討
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
平
成
29
年
３
月

の
供
用
開
始
を
目
指
し
て

鋭
意
事
業
を
進
め
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本
と
と
も
に
早
期

完
成
へ
の
努
力
は
今
後
も

継
続
し
、
詳
細
な
工
程
が

決
ま
り
次
第
、
議
会
や
町

民
の
方
へ
報
告
を
随
時
し

ま
す
。　
　
　

   【
町
長
】

質
問

回
答

（仮称）安八スマートインターチェンジ完成予想図 142016.5.1 あんぱち議会だより　第65号



一般質問どうなった?
回 答 質 問

結 果 回 答 質 問

結 果 回 答 質 問

結 果 回 答 質 問

結 果
女
性
管
理
職
３
割
に�

人
口
減
少
が
心
配
さ
れ
る

な
か
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
ま
す
か
。

能
力
、
意
欲
の
発
揮
で
き

る
環
境
を
整
え
ま
す
。

出
産
や
育
児
が
、
昇
進
・

昇
格
な
ど
に
影
響
し
な
い

よ
う
に
配
慮
し
て
い
き
ま

す
。

各
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を

各
教
育
施
設
の
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、「
エ
ア

コ
ン
」
の
導
入
な
ど
の
施

設
整
備
は
？

２
中
学
校
に
来
夏
設
置
を

計
画

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
は
、

平
成
28
年
度
の
設
置
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
設
置
計
画

は
？

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
維
持
管
理
の
一

元
化
や
屋
外
設
置
の
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

普
及
・
啓
発
・
設
置
場
所

な
ど
の
情
報
を
公
開
し
て

い
き
ま
す
。
屋
外
設
置
も

検
討
し
ま
す
。

実
施
計
画
に
沿
っ
て
対
応

し
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
は
、
第
２

配
水
施
設
の
基
本
計
画
策

定
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

上
水
道
事
業
の
課
題
解
消

計
画
は
？

第
２
配
水
施
設
新
設
の
予

定
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で

す
か
。

26
年
９
月
議
会

27
年
９
月
議
会

27
年
12
月
議
会

【第 12 弾】

積極的な女性管理職の登用を

中学校に設置予定のエアコン

壁掛け式屋外型AED（設置事例）

現在の配水場

過去に、行われた一般質問の
結果を検証します。

27
年
６
月
議
会

平
成
28
年
度
予
算
に
配
水

場
詳
細
設
計
業
務
委
託
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
2
水
源
の
場
所
の
選
定

に
あ
た
り
、
詳
細
な
設
計

な
ど
を
行
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
予
算
で
、
小

中
学
校
の
屋
外
に
設
置
し

ま
す
。

２
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
は
、

平
成
28
年
度
に
整
備
し
ま

す
。

小
学
校
は
、
今
後
の
事
業

計
画
に
基
づ
い
た
整
備
が

待
た
れ
ま
す
。

×
平
成
27
年
度
の
女
性
管
理

職
の
割
合
は
11
％
で
し
た
。

女
性
職
員
の
活
躍
の
推
進

に
向
け
た
体
制
整
備
等
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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［第１回定例会　平成２８年度予算］
総額９３億４２００万円を可決� 2

［一般質問］５人の議員が町政をただす

認定こども園の設立(転換)は？� 10

議会報告会の開催�� 16

あ
ん

ぱ
ち

 議
会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

 岩
田

讓
治

　
編

集
：

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

　
〒

503-0198 岐
阜

県
安

八
郡

安
八

町
氷

取
161

「
あ

ん
ぱ

ち
 議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本
誌

に
個

人
の

顔
写

真
・

氏
名

な
ど

を
掲

載
す

る
場

合
に

は
あ

ら
か

じ
め

本
人

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

議会に関するご意見ご要望が
ございましたら、議会事務局
までご一報ください。

TEL

0584-64-5011FAX

E-mailでも受け付けています。

gikai@town.anpachi.gifu.jp

5

表紙の題字「あんぱち」は

牧小４年岡
お か

 風
ふ づ き

月さんの
作品です

65
2016

5
議会の傍聴にお越しください。
次回の議会定例会は、６月で
す。日程は、安八町広報紙、
広報無線でお知らせします。

�議会事務局直通　　　
0584-64-4931

紙面の構成上、全議論等を掲
載できませんので、抜粋して
います。

「議会報告会」 に
   ご参加ください
　住民の皆様と議会と意見交換を行うため、下記の日程
で議会報告会を開催します。
　ご都合のつく会場へ、自由に参加してください。
　◎報告会内容
　　　・議会の概要
　　　・３月定例会
　　　・質疑
 　◎日程
　　５月１１日(水）　PM7:30～(１時間程度） 
　　会場【 ハートピア安八 】
　　　　　　出席議員　議長 岩田讓治、副議長 小川文雄
　　　　　　（予定）　　古澤榮一、安井忠、西松巖

　　５月１２日(木)　PM7:30～(１時間程度）
　　会場【 結 の 郷 】
　　 　　　出席議員　議長 岩田讓治、副議長 小川文雄
　　　　　　（予定）　　山中美惠子、大平文雄、碓井昭夫

　　５月１３日(金)　PM7:30～(１時間程度）
　　会場【 ふれあいセンター 】
　　　　　　出席議員　議長 岩田讓治、副議長 小川文雄
　　　　　　（予定）　　渡邊明博、古澤榮一、西松幸子

全国議長会から　　
　　自治功労者表彰

山中美惠子議員が、全国議長会か
ら議員在職１５年以上として自治
功労者表彰を受けました。

安八町・輪之内町議員交流会
1月25日、安八町・輪之内町の議員
交流会を安八町役場で開催し、ＳＩ
Ｃなどについて協議しました。
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